
新年があけてから１ヶ月が経ちました。暦のうえでは春をむかえる２月ですが、ま

だまだ寒さ真っ最中の時期です。２月はうるう年をのぞけば２８日なので数日少な

いだけでも短く感じる月だと思います。また、２月４日（金）立春～３月２１日（月）

春分まで春先に吹く南寄りの強風を春一番と呼び、春一番が吹いた日は気温が上昇

し、その後は寒さが戻ることが多いとされていますが、同時期に花粉症が出始める

方もいるのではないでしょうか？今年は昨年度より早めの飛散が予想されていま

す。 

◎花粉症◎       

花粉の飛散量は前年の 6月～７月の日照時間に大きな影響を受けることにより、雄

花の花芽が大きくなると花粉がたくさん飛散するといいます。2021年の 6月～7

月は前年の 7月だけを比べてみても 100時間も多くの日照時間があったため、飛

散量は例年並みになると予想されています。これはスギだけでなくヒノキも同様だ

そうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SOSのサインにはどんなものがあるのでしょう？ 

身体の不調、行動の変化、感情面にさまざまな症状や変化が出ることがあり、特に低

学年から中学年のお子さんは悩みや不安について、言葉でうまく伝えるのが難しい傾

向にあるかもしれません。具体的な症状の例を次のページに掲載いたしますので、参

考にしてみてください。 
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       ★寝られない小学生が増えている？★    

最近のニュースでも取り上げられておりますが、寝られないお子さんが増えている

そうです。主な原因には勉強・進学・人間関係さらに、新型コロナウィルス感染症

への恐怖や環境・習慣の変化などのさまざまなストレスに直面しているとされてい

ます。強いストレスにさらされると、気持ちが落ち込んだり、体調を崩したりなど

一見わかりづらい症状も出てきます。そんなお子さんの SOS サインに親が気づ

き、気持ちを楽にしてあげるにはどうすればよいのでしょうか？具体的な SOSの

サインや対策方法などについて考えていきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お子さんがリラックスする方法を一緒に探して見ましょう。 

例えば・・・体を動かす、工作・手芸をする、植物・生き物を育てる、料理・お菓子

作りをする、行って見たい場所について調べる、新しい趣味を始めてみるなど 

   

                                  

 
※6回にわたり掲載いたしました、軽運動とものづくり工作の記事は今回が最終に

なります。 

身体的な不調 

・見てわかるほどの食欲の増減。 

・頭やお腹の痛み、吐き気やめまい。 

・なかなか起きられない、寝られない。 

・おねしょやおもらしをする。 

行動の変化 

・いつもより甘えてくる。 

・態度が乱暴になる。 

・口数が増えるまたは減る。 

・学校や友達の話をしたがらな

くなる。 

・自分を否定するような発言を

する。 

・よく泣く。 

・落ち着きがなくなる。 

感情の変化 

・イライラする。 

・怒りっぽくなる 

・落ち込みやすい。 

・感情の起伏が激しくなる。 

SOSに気づいたら・・・ 

・声をかける「元気がないけど、何かイヤなことがあるの？」など 

・話を聞く「ダラダラしないで、もっとシャキッとしなさい」っと先回りや決め

つけをしないで最後まで聞いてあげる。 

・お子さん自身で表現するのが難しいときは親が言葉にしてあげるのもいいかも

しれません。最も大切なのは、ストレスに悩むお子さんの気持ちを明るくしてあ

げること。無理に解決しようとしないこと。 

 



  



 


